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議事録（総合教育会議） 

日 時 平成 28 年４月 25 日（月） 午前 10 時 20 分 

場 所 市役所本館２階庁議室 

出席者 【市長】菅良二 

    【教育委員】奥本忠孝、藤井信子、吉良佳世、篠宮博幸、高橋実樹 

 

事務局  （総務調整課）山本啓司、宮崎晃嘉 （教育総務課）林秀樹 

     （学校教育課）益田哲郎 （社会教育課）八木輪吾 （文化振興課）真部春樹 

     （体育振興課）神野秀夫 （学校給食課）丹下義人 

        

市長  卒業式は、九和小、入学式は乃万小に行き、生徒数の違いといったものを改めて

強く感じました。 

また、やりたい部活がないということで、全員が同じ中学校に行かない。玉川中

学といえば、部活動にも非常に熱心で、そこに行かない理由というのが非常に残念

だ。一方、乃万小に行って、これだけの生徒がいたら、ますます西中が発展の要素

が強くなると感じました。 

玉川中は元々ソフトテニスは強いし、子供たちみんな、故郷を思う気持ちもあり、

部活動も一生懸命やっている、その魅力を何としても残したいし、もっと魅力をつ

けたらどうなのかなあと思います。 

私は最近台北で国際会議に出て、やっぱり英語が必要ということを痛感しまし

た。 

本日はよろしくお願い申し上げます。  

 まず、教育委員長からのあいさつをお願いいたします。  

 

奥本委員長  みなさんおはようございます。  

 この総合教育会議は、昨年の７月１４日ですか、第１回が行われて、そうして通

算３回目となりますが、市長さんとお話をさせていただく機会もめったにございま

せんので、今日は貴重な１日になると思っております。皆さんのいろんな思ってい

ることを今日は出していただいて有意義な会にしたいと思います。 

 どうぞ、よろしくお願いします。  

 

市長  新しい委員の篠宮委員さん、よろしくお願いいたします。  
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篠宮委員  皆さんおはようございます。 

 ３月１０日に新しく教育委員になりました。一生懸命やらしていただきますので

よろしくお願い申し上げます。  

 

市長  はい。よろしくお願いいたします。  

 早速、議題でございます。 

 冒頭で私が申し上げてしまいましたけど、まずは何といっても学校の統合です。 

数年検証して、やっぱり統合してよかったというようになるよう、頑張っていきた

い。そのためには、校長先生をはじめ教職員の皆様の力が大きいものと思っており

ます。いずれにしましても、統合という大きな動きがあり、人口減、若者の減少、

児童数の減少が気になるところであり、特色のある学校づくりを目指してほしいの

で、お話を聞かせてもらったらと思います。  

 

藤井委員  私自身も生徒さんが余り少ないと、何しろ運動会をするにしても、鼓笛隊のブラ

スバンドをするにしても１年から６年まで全部集まっても足りないというお話を

ずっと聞かされておりましたので、やはりある程度数がいないと、特に子供の場合

は教育が難しいかなと思いました。 

 学校統合には、いい面も悪い面も両方ありますが、やはり合併してよかったとい

う声のほうがよく聞こえてきます。 

 統合の弊害の声は聞こえにくいので、そう思うのかもしれません。  

 それと、さきほど学校の特色を出したいというお話がありましたが、小学校３、

４年生から英語が始まるが、子供がうんと低い年齢でないと耳が作れないので、と

にかく、ネイティブの方達を年齢の小さい子たちに回してほしい。  

 耳が英語に慣れると何とかなると思います。ＡＬＴの数にも限りがあると思うの

で何とか、小さい子にまわしていただきたい。 

 

市長  ＡＬＴの数は、また、どのような配置か。財源は。  

 

事務局（林

総務課長） 

 今１２名のＡＬＴがいます。そのＡＬＴが複数の学校を巡回する形をとっていま

す。 

 特定財源ではないが、交付税の対象となっていたと思います。  
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高橋教育長   今この１２名で、各地域担当を振り分け地域に応じた地域に応じた計画を立て

てやっています。 

 この計画の中に、１０歳、小学校４年生までに美しい英語が入るような機会を設

けるようにお願いしてみます。 

 

市長  音楽を取り入れるなど、楽しんで学んでいけるような工夫をどんどんとり入れて

いただきたい。 

 

篠宮委員  やりたい部活がないので、別の中学校に行くというのを聞いていたんですけど、

ここの中学校は悪いというような噂だけでここの中学校行きたくないという保護

者が増えてきているように感じます。  

 せっかく小学校の間同じ学校に通っていた友達がいきなり隣の中学校に行く。な

かなか友達関係も考えるとそういったことを平気で親がさすかなと思います。  

 

高橋教育長  実は朝倉中が今年二学級になるかと思っていましたが、朝倉小学校から朝倉中学

校に行く子供が１０人外に出ました。  

 別宮小学校の卒業生は、校区の関係で近見中と日吉中に別れますが、全員が日吉

中学校に行きました。近見中は零。まさに篠宮委員さんがおっしゃった噂で動きが

出ています。 

 市長がおっしゃった特色ある学校づくりですが、学校教育の場合はやらなければ

ならないことはきっちり抑えていただいて、その上にうちは英語で頑張ろうとか、

うちは何々で頑張ろうとか、それが特色だと私は思っております。６年かけてやっ

と小中連携の形ができました。地域の皆様が一緒になって育んでいただけるような

思いを持った小中連携が軌道に乗ってきました。  

 

篠宮委員  入学式、卒業式に行きましたが、残念ながら小学校の入学式で開式のときに「一

同起立」と言っても保護者が起立できないのが現実です。子供が勝手に変わってい

くのではなくて、家庭から変わっていく。やっぱり、保護者の教育から変えていな

いとダメではないかと思います。  

 

市長  今のお話し、みなさんが感じていることとは思いますし、学校現場としても一番

大変なことではないでしょうか。 
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吉良委員  今言われていたＰＴＡのことは強く感じます。  

 それと、言って直らないなら、システムを変えて行く必要があります。よくある

のは夕方のお迎えについて近所の方から再三苦情が出るということがあります。  

 道路に並ばないように、ということになるのですが、どうしても部活の終了の時

間が重なってしまうと道に車が並んでしまうことになるので、システムとして部活

の時間をきっちりずらすとか、決めた時間に終わらすとかして、システムを変えな

いと。人を変えるのは難しいので、システムを変えないといけない。  

 

市長  せっかく吉良委員さん、事前に、部活動とか、放課後支援とか、問題提起してく

れていますから、何か関連して。  

 

吉良委員  部活ですごく気になるのは、練習試合や大会の送迎。保護者が引き受けてくれて

いるところが大半だと聞いているのですが、どれだけ気を付けていても事故は起こ

りますので、何かあったときの責任問題云々ではなく、何か方策がとれませんか。 

 

市長  非常に難しい問題である。なにしろ予算さえあればいろんな手段がとれる。  

 この間、北高のソフトテニスが全国大会に行くので、激励に行かせていただきま

した。監督さんが運転して行くとのことだったので、しっかり頼むよと声をかけま

した。中学校は、ワンボックスカーで保護者が中心となって協力してくれている。

そういった中での信頼感は大事じゃないかと思いますし、全体の経費を考えればな

かなかバスを頼むということは難しい。しかし、万が一の事故があってはいけない

し、問題提起をしていただいたのはありがたい。  

 

奥本委員長  大三島少年自然の家と大三島美術館の連携について、市長さんと協議させてもら

いたい。CVvaV 

 ２７年度の利用者は２万７千人で、宿泊は１万７千人。２８年度の利用の予定は、

小学校は今治市内が２５校、市外７７校が申し込んでおります。このうち大三島美

術館を利用する学校はわずか１校です。  

 どちらもＤ判定の施設ですが、これをなんとか有効に活用していただけないかな

あと思っております。 
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市長  実は私、自然の家ができるにあたって、繁信市長に、日帰りなんてあっという間

なので１泊といわずできれば２泊組んでいただきたいとお願いしたことがある。  

 こういう自然体験は重要だし、いいものを今回建設しているから、今治の子供た

ちに機会を与えてほしいと。 

 美術館もさることならが、伊東先生が大三島で大いなる活躍をしてくれています

し、岩田さんの彫刻群もある。  

 今いいご指摘をいただいたので、そういったことを含めて最大限有効に、自然体

験そして文化体験を合わせて考えていただいたらありがたい。  

 今日はもっともっと突っ込んだ話をしなければならなかったのですが、年に１回

でいいだろうということもありますが、次回の開催についての検討をしたいと思い

ます。 

  ありがとうございました。 

 

 


